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KIT-CD3000 

アナログ 録音 使用 説明書 



For CD3000 



お 手持ちの CD-ROM SAMPLE PLAYER CD3000 及び CD3000i モデルに KIT-CD30(X) を 組み込んだ 場合 は、 
CD-ROM ブレー ヤーからの サン プリ ング 以外に、 外部 音源から アナログ 信号の 録音が 可能に な り ます。 

• アナログ 録音 

アナ 口 グ錄音 は 以下の 手順で 行い ま す。 

1. EDITSAMPLE モードの メイン サンプル 'セレクト ページで、 ソフト 'キー 「213130 を 押し 録音 セッ 

ト アップ 画面に します。 



RECORD SET-UP sample nanei STRING C4 



mode: BW1[M 
<U)ieui: し EFT 

start: INPUT LEUEL 

Pauses AUTO 
<F>ree: 22573 ら 0=1 002 



♦exist ing Sanp* 
bandwidth: 20kHZ 

orig. pitch: 

record tin: 
= 44100= 



mm reci ra^igggiiggiaiggigi 



C_4 
1.00s 



この 画面に はソフ ト ■ キー F8Esia 力 f 新たに 追加され ました。 

この 例で は、 サン ブルに STRINGC4 という 名前 を 付けて ますが、 この 名前 を 上書きす る こと もで きま 
すし、 もし 必要ならば、 カーソル を ネーム フィールド 上に 移動し ネーム を スクロール させて、 別の サ 
ン ブル を 選ぶ こと もで きます。 

こ のぺ一 ジに は 次の フィー ル ドがぁ り ます。 

mode: ステレオ か モノの 録音/エディット か を 選択し ます。 STEREO を 選ぶ と、 録音 後、 

L.R の サン ブル それぞれに -L，-R の 文字が 自動的に 付きます。 その後 は、 特に モノ 
に 変更したい のでなければ、 ステレオで エディ ッ トを 行います。 



) あ 意： ED.2 では、 モノラルの エディ ッ 卜の みとなります。 ED.1 と ED.3 は ステレオ エディ ッ ト がで 
きます。 



(V)iew: 



ステ レオ サン ブル を エディ ット するとき に、 L,R どちらの ステレオ イメージ を 見 
たいか を 選択し ます。 上記の フィールドで MONO を 選ぶ と、 ここで は LEFT しか 選 
ベません。 'V' は 括弧の 中に 入って います。 これ は、 この フィールド 力 (EDIT 
SAMPLE モー ドの 他の ベー ジ では V とい う 省略の 形で 表示 されて いるから です。 



start: 



録音 を どのよ う に 開始す るか を 選択し ます。 選択肢に は 次の ものが あ り ます。 

• INPUT LEVEL- ス レシ 3 ルド レベル を 越えた ときに 錄 音が 始まります。 これ 
は 初期 15： 定で、 ほとんどの 場面で 使います。 ス レシ ョ ルド 値の 設定 は REC2 の 
ページで 行います。 

• MIDI NOTE -MIDI ノート を 受信す ると 録音が 開始し ます。 シン 七から サゥン 
ドを サン ブル するとき に 非常に 便利です。 というの は、 サウンド を^させる 

MIDI ノー ト オン メ ッ セージ 力 f 、 録音 スター ト にも 使 タ るからで す。 
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2 アナ 口 グ 録音 



• FOOTSWITCH - フッ トス イッチ を 踏んだ ときに 録音が 開始す るよう に 設定し 
ます。 両手が ふさがつ ている ときに 便利です。 たとえば、 へビ メタの ギター を 
演奏しながら ノイズ レベルの 大きい アンプから サン ブルす る こと を 想像して み 
てくだ さ レ、。 ス レシ ョ ルド を 使った レコーディング は 役に立ちません。 という 
の は、 バックの ハム ノイズ だけで も サン ブラ一 を オンに してし まう からです。 
この場合 は、 フット スィッチが 役に立ちます。 

Pause ： この フィールドに は AUTO と MANUAL があります。 AUTO (初期 15： 定） を 選ぶ と、 

サン ブルが 作られた 時点で 録音が 終了し、 オーディ 才 CD が ポーズ 状態に な り ま 
す。 又、 AUTONAMEtl 能 も 有効です。 

MANUAL を 選ぶ と、 錄 音が 終了しても オーディオ CD は 自動的に ポーズに なり ま 
せん。 録音 中 はソフ ト • キー F8 が ABORT 表示で 録音 を キャンセル する 場合に 押し 
ます。 

詳しく は、 CD3000V e rI.3 又は 1.5 の 補 * 版 マニュアル を ご 踅 ください。 

(F)ree この フィールドに は アクセスで きません。 使用で きる メモリ一 容量 を 示して いま 

す。 ここでの 表示 は、 REC1 を 押す ことによって、 サン ブル ポイント 表示 か ミリ 秒 
表示 を 選ぶ ことができます。 g できる メモリー 容量の パー セン トも 表示され ま 
す。 'F 力 f 括弧に 入って いるの は、 EDITSAMPLE モードの 他の ページで このように 
省略され て 表示され ている からです。 



bandwidth: レコー ディン グの バン ド幅 （20kHz 力、 10kHz) を 設定し ます。 10kHz (Fs=22.05kHz) 
だからと言って 顔 を しかめないで ください。 この サン ブル レ一 ト でも 非常に 優れ 
たし コーディングが できます。 他の レートで は サンプリング はでき ません が ,!/. 
要なら ば 44.1kH バ つまり 20kHz) も 可能です。 これ を 後で、 たとえば 15kHz に リサ 
ン ブルして メモリー スペース を セーブし ます。 



orig. pitch: サン ブルしたい サウンドの^: ピッチ を 設定し ます。 今 はこれ について あまり 心 

配す る 必要はありません。 というの は、 REC2 ページで も IS ^でき、 必要なら さら 
に ED.2 で チューニングし 直す こと もで きる からです。 

recordtim: 作成す る サン ブルの 長さ を 13 ^します。 範囲 は、 ^できる メモリー 容量と、 サ 

ンブ ルカ (ステレオ か モノ かによ つて 決ま り ます。 これ も re に ページで 設定で きる 
ので、 必ず しも この フィ一 ル ドの 設定に ついて 今す ぐに 心配す る 必要 は あ り ませ 
ん。 この フィールド を 設定す ると、 下の フィールドに、 新しい サン ブルに 必要と 
する メモリ 一容 量が 表示 されます。 

この 長さが わからない 場合 は、 必要 だと 思う 長さより 長く 設定す る こと をお すす 
めします。 後で いつでも サンプル を エディ ッ ト できる からです。 

この ページの パラメータ を 好きな ように 設定したら、 後の 作業で は これらの フィールド について 心配 
する 必要はありません。 設定 は、 何回 サン ブル を 取っても このまま 保持され ます。 
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2. 新しい ソフ 卜 ' キ一 F8HM を 押す と^ 音 レベルと ス レシ ョ ルド • レベルの 調整 画面になります。 
を 押さない 埸合は CD-ROM プレーヤーから サンプリング する 通常の RECORDSET-UP 画面 
のままで す。 

録音 レベル は、 リャ パネル 上 の GAIN スィッチ （LOW,MID,HIGH) と RECLEVEL コントロール • ノブ 
を 調整して 行います。 

レベル は、 REC2 画面 上の 左に ある 入力 メータが できるだけ 上まで 到達す るく らいに 調整して くださ 
レ^ 

REC1 の スター トモ 一 ドで INPUT LEVEL を 選んだ 場合 は、 ここで ス レシ ョル ドレ ベル を 15： 定 する 必要 
があります。 ほとんどの 場面で 使える ように 初期設定 を 選んで あります 力 f 、 アタックの a い サウンド 
などで は 少し ク リ ッ ブ する かも しれません。 設定 は、 力一 ソル を- 20C1B という フ ィール ドに 移動し ま 
す。 音声 を 入力しながら、 その 信号 をつ かまえられる だけ 十 劍£ く、 力、 つ、 誤って 錄 音が スタートす 
る ほど 低す ぎない よ う な レベルに 調整し ます。 次の ような 画面が 表示され ます。 



B^aSEHlH り: し EFT STRING C4 lOO^F 
-20dB ptch:C_4 tin: 1.00s= 44100= IX 






ほ 


rec2 mmw mm tnmM m^r\ fWVT\ 



入力され る 音声 レベルに 従って、 面面 左の 小さな レベル メータが 上下す るの がわ かります。 ス レショ 
ルド は、 信号が ス レシ ョ ルドの 枠に かろうじて 入る くらいに 設定し ます。 場合によって は、 リャ パネ 

ルの REC LEVEL を 使って 調整す る こと も 必要です。. 満足の ゆく ス レシ ョル ドレ ベルが 得られたら、 
さあ、 これで 録音 開始です。 

3. CD3000 上での 錄音 

'パラメータが すべて 正しく 設定され たと して、 次に 必要な の は、 を 押す こと だけです。 これ を 
押す と、 次の メッセージが 表示され ます。 

I 画 | ji 
lUfilTING FOR START ...... _j30 EXIT J 

これ は、 入力信号が ス レシ ョ ルド' レベル を 越えて いない か、 または スタート タイプ カ％[©11^07£ に 
なって いても MIDI ノート を 受信して いない こと、 あるいは、 スタート タイプ 力、 *FOOTSWITCH でフッ 
トス イッチ を まだ 踏んで いない こと を 表して います。 GO を 押して スター ト する こと もで きます。 こ 
の メッセージが 表示され ている 時 に 気が 変 わった 場合 （たとえば、 このまま 録音 を 続行す ると 貴重な 
サンプル を 上書きして しまう ことに 突然 気付 いた 場合 な ど） 、 EXIT を 押す と 録音 を キャンセルで きま 
す。 GO を 押す と （または 他の スタート タイプに よる 手段で）、 次の 画面が 表示され ます。 



H^HIBHIH リ: LEFT STRING C4 lOO^F 
-20dB ptchs に 4 tirv l„00s= 44100= V/. 


A 






RECORDING analog 。 。 . 


ABORT 



画面 は 録音が 進む につれ て、 波形で 埋まって いきます。 F8-ABORT を 押す と、 いつでも 録音が 中止 さ 
れ ます。 これ は、 録音が 中断して その サン ブル は キャンセル される という ことです。 録音 作 笑 中に 何 
かしら ミスが あったり、 とっておきたい サン ブル を 上書きし ている ことが わかった 時な どに、 たいへ 
ん 便利です。 
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4 アナログ 録音 



録音が 終了したら、 CD3000 を 通して 入力され る 信号の モニタリング も 自動的に オフと なり、 キー ボー 
ドか フロン ト パネルの ENT/PLAY キー を 押して、 録音した ばかり の サン ブル を 試聴す る ことができ ま 
す。 もう 一度 モニタリング を オンに する に は、 メーター ON を 押します。 fflM] を 押す と、 そ 

の キーの 表示 力 《MSZ2] に 変わり ます （つま り、 次に この キー を 押す と モニタ リ ングが オフに な り ま 
す）。 サン ブル をもう 一度 録 りたい 場合 は、 この メーター を オンに する 必要はありません。 というの 
は、 EM] を 押せば 自動的に オンになる からです。 ただし、 録音 ソース をもう 一度 聞きたい 場合 （何 
か ミスが あった 時な ど）、 あるいは 次の サン ブルの 設定 をしたい 場合 は、 nwi を 押して. モニタ' リ 
ングを オンに します。 

この 時点で 次の サン ブル を 作成しょう と 考えて いるならば、 モニタ リ ング をもう一 度 オンに してく だ 
さい。 そして、 必要に応じて 次の サン ブル 名 を 付け、 新しい ベース ノート を 設定し ます。 （一番 簡単 
なの は キーボードからの 入力です 力 f 、 この場合 は メーター を オンに する 必要が あります。 )rrnmi 
押して サンプリング を 開始し ます。 



K ぼ- 3000 を 組み込んだ リャ パネルの レイ ァゥ 卜 



-ANALOG OUTP(JT = 



CHI CM2 CM3 CM* CMS CMS CHT CH3 

OOOOOOOO 

― © 



— ANALOG INPUT - 

L(t«*ONO) R 



w (O) (O) ^ 

FOOTSW 

© 〇© 



LEFT R1GKT 

©〇 〇© 




ANALOG INPUT ： バランス 接続 式 1 対の ステレオ 'フォン ジャックです。 サンプリング 音源が モノ 
ラルの 場合 は、 L (MONO) 端子 を 使用し ます。 

GAIN スィッチ ： LOW,MID,HIGH の 3 つの ポジションが ある スライド. スィッチで、 サン ブリン 
グ 音源の 出力 レベル を CD3000 の 録音 レベルに 合わせる 時に 使います。 
HI ： 58dBm, MID ： 38dBm, LOW ： 18dBm 

REC LEVEL : GAIN スィッチと 合わせて CD3000 の 録音 レベルの 微調整に 使用し ます。 

FOOTSW ： ステレオ • フォン ジャック を 使って ますので 、サンプリング. スタート/ サス 
ティー ン 'スィ ツチ 用、 も う 1 つ はソフ ト 'スィ ツチ （MIDI コ ント ローラ 67) に 
使用で きます。 詳しく は、 CD3000 の マニュアル を ご覧く ださい „ 



ANALOG OUTPUT, MIDI 端子， SCSI コネクター の 仕様 は CD30O) と 同じです。 
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